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１． はじめに 
三重県では，モロヘイヤ葉由来増粘多糖類の水溶

液が極めて高い粘度を呈すること，およびその特性

が既存の多糖類と異なることを明らかにした 1-2)．そ

こで，それらの特性を利用し，新規のスキンケア化

粧品材料として利用することを検討している． 

スキンケア化粧品（化粧水，乳液およびクリーム

など）の使用感評価は，官能試験が中心であるが，

客観的な評価を実施するためには，多数の被験者の

確保および訓練が必要である．また，近年では生命

倫理および被験者の安全性を確保する観点から，倫

理・安全規定に基づいた官能試験計画が必要であり，

容易に行うことは難しい．このような背景から，官

能試験の代わりとなる機器測定による評価が求めら

れている．これまでのところ，原理的に客観的な結

果が得られるため，主に粘度計 3)や動的粘弾性測定
4)を用いて実施されている．多くの場合，粘度計では

コーンプレート間に試料を挟み込み，一定方向に試

料をせん断し，そのせん断にかかる応力を粘度に換

算する．動的粘弾性測定では，試料をフラットプレ

ートに挟み込み，微小な振幅で振動させて力学応答

を解析する．これらの測定結果は，スキンケア化粧

品の基本的な物性や経時変化等の評価に有効である

ものの，実際の使用感との相関が必ずしも高くない

ことが指摘されている．この原因として，両方の測

定機器とも，実際のスキンケア化粧品塗布動作（一 
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定の荷重をかけながら，十数センチの範囲をほぼ直

線的に塗り広げる）と全く異なることが原因と考え

られる．従って，官能試験の結果と高い相関を得る

ためには，より人の塗布動作に近い動作をする評価

機器を導入する必要がある．そこで，人の塗布動作

に最も近い動作をすることから，摩擦試験機を導入

し，スキンケア化粧品の測定条件を検討した．さら

に，そのようにして決定した条件に基づき，モロヘ

イヤ葉由来増粘多糖類を配合したスキンケア化粧品

の使用感評価を試みたので報告する． 

２． 実験方法 
 モロヘイヤ葉由来増粘多糖類および市販増粘多

糖類（キサンタンガム，クインスシード）を配合し

たスキンケア化粧品（化粧水，乳液およびクリーム）

は，太陽化学株式会社が製造し，その配合割合をそ

れぞれ表 1 から 3 に示す． 

表 1 化粧水試作品の配合（g） 

 スキンケア化粧品の使用感評価は，摩擦試験機「ク

リープメータ 2 軸物性試験システム」（山電株式会



社製 RE-33005B[XZ]）を使用した．摩擦試験機の試

料台に人工皮膚（出光テクノファイン株式会社製サ

プラーレ）を貼り付けた．使用した治具は，半径

5mm，高さ 20mm の円柱を半円で鉛直方向に切断

して使用した．切断で生じる長方形を上方にして摩

擦試験機本体に固定し，曲面をサプラーレ面に向け，

指の腹で試料をサプラーレに塗り広げる動作を模倣

した．治具をサプラーレに荷重 0.2N で接触させ，

その状態で試料台を水平方向・直線的に速さ

10mm/s で 100mm 移動させ，その際に生じる摩擦

応力(N)を連続的にモニタリングした．なお，試料は

治具作動直線の開始から約 30mm の位置に 30μL

塗布した． 

 
表 2 乳液試作品の配合（g） 

 
 

表 3 クリーム試作品の配合（g） 

 
 
3． 結果と考察 
3-1． 摩擦試験の解析 
 典型的な測定結果を図 1 に示す．縦軸は摩擦応力

(N)，横軸はサンプリング（サンプリングレート

1/0.01s）である．コントロールは，3 回目の測定結

果を表示した．予備的な試験の結果，サプラーレ上

で摩擦試験を試料無しで測定を繰り返した場合，3

回目以降で測定結果が安定した．従って，試験は 3
回目の測定結果をコントロール測定用として採用

し，4 回目に試料を塗布し評価試験を行った．また，

試料毎にサプラーレは交換した． 
 図 1 のとおり，試料が無い区間（0-300）までは，

ほぼコントロールと試料の測定結果が一致した．試

料と治具が接触すると，試料の特性に応じて摩擦応

力が変化（減少）した． 

 

 
 

 図 2 に解析図及び方法を図示した。図 1 よりコン

トロールと試料の測定結果の差（deltaμ）をとり，

横軸を時間に修正して図示した．図中の単語につい

て次のとおり説明する． 

 

 
 
区間 S1 試料の影響が無い区間 

区間 S2 試料が治具と接触し，摩擦応力が変化する

 区間 

区間 S3 治具と試料が接触してから測定が終了す

 るまでの区間 

区間 S4 摩擦応力の変動が小さいあるいは無くな

 った区間 



angle1 摩擦応力の変動が直線的に生じている区

 間の角度 

最大 deltaμ  

 区間 S1 と区間 S4 における deltaμの差の

 絶対値．試料により，最終的にどの程度

 摩擦応力を低減したかがわかる．塗布時の

 滑らかさに関係すると考えられる． 

 最大 deltaμ=control-sample  

angle2 使用時の軽さに関係すると考えられる． 
effect 区間 S3 に対する S2 の比．試料による効果

 の持続性（伸び）を示す． 

 effect=S2/S3 

また，官能表現については，次のとおり定義した． 
伸び effect が大きいほど良い． 

滑らかさ 最大 deltaμが大きいほど滑らか．  

 摩擦試験機を利用した化粧品の特性評価は，過去

に幾つか紹介されている．それらの解析方法は，平

均摩擦係数を比較することが中心である．つまり，

平均摩擦係数が低いと滑りが良く，高いと塗りにく

いといった評価法である．本研究ではサプラーレに

試料を塗布しない条件でコントロールを得，その後

試料を適量塗布し，試料とコントロールとの試験結

果の差をとり，試料が摩擦応力に及ぼす影響を正確

に抽出した（図 2）．この解析手法により，スキン

ケア化粧品の特性が，従来の手法と比較し正確に判

断できるものと考えられる．そこで，この解析手法

を，モロヘイヤ葉由来増粘多糖類を配合した化粧水，

乳液およびクリームに適用して特性評価を行った． 

3-1． 化粧水 
 化粧水について，試料の測定結果（a: モロヘイヤ，

b: キサンタンガム，c: クインスシード）をそれぞれ

図 3，4 および 5 に，解析結果を表 4 に示す． 

 

 
図 3 モロヘイヤ葉由来増粘多糖類を配合した化粧

水の測定結果（deltaμ vs time） 

図 4 キサンタンガムを配合した化粧水の測定結果

（deltaμ vs time） 

 それぞれの波形の特徴は，モロヘイヤは試料接触

直後に大きく摩擦応力が低減化した後，さらに緩や

かに摩擦を低減し続けた．従って angle が 2 カ所検

出できる．キサンタンガムは，試料接触後，比較的

短い区間で摩擦荷重の変動が無くなり，その絶対値

も低い．クインスシードはモロヘイヤとキサンタン

ガムの中間の特性と言える．モロヘイヤに関しては，

塗布動作により次のことが特徴として期待できる． 

① 塗布動作を開始した時点で大きく摩擦荷重が低

減することから，軽さが感じられる． 
② 摩擦荷重が持続的に低減化することから，伸び

を感じられる． 

 

図 5 クインスシードを配合した化粧水の測定結果

（deltaμ vs time） 

 

表 4 多糖類を配合した化粧水の解析結果 

 
3-2． 乳液 

 モロヘイヤ葉由来増粘多糖類，キサンタンガムお

よびクインスシードを配合した乳液の測定結果を図

6 に，解析結果を表 5 に示す． 



 
表 5 多糖類を配合した乳液の解析結果 

  
 
 モロヘイヤとキサンタンガムの測定結果は，非常

によく似ていた．つまり，試料と治具が接触すると

急激に摩擦荷重が低減し，その後緩やかに摩擦荷重

が減少した．モロヘイヤは，8 秒以降ではプラトー

に達したように見えるが，キサンタンガムはプラト

ーが見られなかった．この解析結果から，モロヘイ

ヤに関しては，塗布動作により次のことが特徴とし

て期待できる．   
① 塗布動作を開始した時点に大きく deltaμが低減

することから，軽さが感じられる． 

② deltaμが持続的に低減化し，かつ最大 deltaμが

大きいことから，伸びを実感できる． 
一方で，deltaμ低減化がキサンタンガムほど持続し

ないことから，長い距離を伸ばすと，キレが早いと

感じられるかもしれない． 

3-3． クリーム 

 クリームについて，試料の測定結果を図 7 に，解

析結果を表 6 に示す． 

 いずれの試料も，治具と試料が接触した付近で大

きく摩擦荷重が低減し，その後緩やかに摩擦荷重が

減少を続けた．約 8 秒以降は，いずれの試料もプラ

トーに達し，摩擦荷重の変化は少なくなった．モロ

ヘイヤに関しては，次の特性が推察される． 

① 見かけ上 angle1 は低いが，ステップ幅は非常に

大きいため，モロヘイヤを配合したクリームは塗

布動作直後の軽さが感じられやすいと考えられ

る． 

② 摩擦荷重の低減化の持続性は，キサンタンガムを

凌ぎ，クインスシードと同等である．しかも，最

大 deltaμが大きいため，滑らかさが優れている

と考えられる． 

表 6 多糖類を配合したクリームの解析結果 

 
 
４． まとめと今後の展望 
 本研究では，スキンケア化粧品の摩擦試験機によ

る使用感評価方法の確立を図り，そのようにして決

定した条件により，モロヘイヤ葉由来増粘多糖類を

配合したスキンケア化粧品の特性評価を試みた．評

価方法に関しては，摩擦試験機を使用した従来の手

法と比較し，より正確に測定できるだけでなく，多

数の情報を得ることが可能となった．しかしなが

ら，多数の被験者による官能試験との相関を確認す

ることが今後の課題である．一方，今回開発した手

法を利用することにより，モロヘイヤ葉由来増粘多

糖類を配合したスキンケア化粧品と他の増粘多糖

類を配合した物との特性の違いを明らかにするこ

とができた．今後は，モロヘイヤ葉由来増粘多糖類

を配合したスキンケア化粧品の改良や品質管理に

今回開発した評価方法を活用し，モロヘイヤ葉由来

増粘多糖類のスキンケア化粧品への実用化に寄与

させたい． 
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